
絵
仏
師
良
秀

要
旨

　
絵
仏
師
の
良
秀
は
、
家
が
火
災
に
遭
っ
た
と
き
、
妻
子
を
も
顧
み
ず
、
燃
え
上
が
る
火
を
眺
め
て
い
た
。
人
々
が
不
審
が
る
と
、
自
分
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
で
不

動
尊
の
火
炎
の
描
き
方
が
分
か
っ
た
こ
と
こ
そ
が
財
産
だ
と
言
っ
て
、
他
は
全
く
顧
み
ず
に
平
然
と
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
の
後
、
良
秀
の
不
動
尊
の
絵
の
評
価
が

高
ま
っ
た
。

構
成

段
　
落

ペ
　
ー
　
ジ
　
・
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
段

意
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
段

初
め
〜

Ｐ
二
〇
・
５
〈
つ
ら
に
立
て
り
。〉

　
絵
仏
師
良
秀
の
隣
家
か
ら
出
火
し
た
と
き
、
良
秀
は
、
妻
子
な
ど
が
家
の
中
に
い
る
の
も
構
わ
ず
、
逃
げ

出
た
道
路
に
立
っ
て
、
燃
え
上
が
る
火
の
手
を
見
て
い
た
。

第
二
段

Ｐ
二
〇
・
６
〈
見
れ
ば
〉
〜

Ｐ
二
一
・
２
〈
立
て
り
け
れ
。〉

　
火
は
既
に
良
秀
の
家
に
移
っ
た
の
に
、
良
秀
は
た
だ
そ
れ
を
眺
め
て
い
た
。
人
々
が
驚
き
あ
き
れ
て
い
る

と
、
不
動
尊
の
火
炎
の
描
き
方
が
こ
れ
で
分
か
っ
た
、
絵
仏
師
と
し
て
は
こ
の
発
見
こ
そ
が
財
産
な
の
だ
と

言
っ
て
、
不
審
が
る
人
々
を
あ
ざ
笑
っ
た
。

第
三
段

Ｐ
二
一
・
３
〈
そ
の
後
に
や
〉
〜
終
わ

り

　
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
後
、
良
秀
の
不
動
尊
を
描
い
た
絵
の
評
判
が
高
く
な
っ
た
。
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①
こ
れ
も
昔
の
こ
と
だ
が
、
絵
仏
師
の
良

秀
と
い
う
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
②

（

あ
る
日
の
こ
と
、
良
秀
の
）
家
の
隣
か
ら

火
事
が
起
こ
っ
て
、
風
が
上
か
ら
吹
き
つ
け

て
、（
火
が
）
迫
っ
て
き
た
の
で
、（
良
秀
は
、

家
か
ら
）
逃
げ
出
し
て
、
大
路
に
出
て
し
ま

っ
た
。
③（

家
の
中
に
は
、）
人
が
（
注
文
し

て
）
書
か
せ
て
い
る
仏
（
の
画
像
）
も
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
。
④
ま
た
、（
寝
た
と
き
の
ま

ま
で
）
衣
服
を
着
て
い
な
い
妻
や
子
な
ど
も
、

そ
の
ま
ま
中
に
い
た
。
⑤（

良
秀
は
、）
そ
ん

な
こ
と
も
気
付
か
ず
、
た
だ
（
自
分
が
）
逃

げ
出
し
た
の
を
よ
い
こ
と
に
、（
大
路
の
）

向
こ
う
側
に
立
っ
て
い
た
。

　
⑥
見
て
い
る
と
、（
火
は
）
す
で
に
自
分

の
家
に
移
っ
て
、
煙
や
炎
が
く
す
ぶ
（
っ
て

き
た
が
、
そ
う
な
）
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
全

て
を
、
向
か
い
側
に
立
っ
て
眺
め
て
い
た
の

で
、「
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
ね
。」
と
言
っ

て
、
人
々
が
見
舞
い
に
来
た
け
れ
ど
も
、

（
良
秀
は
）
落
ち
着
い
て
い
た
。
⑦「
ど
う
し

た
の
で
す
か
。」
と
、
人
が
言
っ
た
と
こ
ろ
、

（
良
秀
は
、
家
の
）
向
か
い
に
立
っ
て
、
家

品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
①
こ
れ

代

　
も係助

・
同
類
　
今い
ま

　
は係助

・
区
別
　
昔む
か
し、　

絵え

仏ぶ
つ

師し

　
良り
や
う

秀し
う

　
と格助

・
引
用
　
い
ふ

ハ
四
・
体
　
あ
り

ラ
変
・
用
　
け
り
。

過
・
終

②
家い
へ

　
の格助

・
体
修
　
隣と
な
り

　
よ
り
、

格
助
・
起
点
　
火ひ

　
出い

で
き

カ
変
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
風か
ぜ

　
お
し
お
ほ
ひ

ハ
四
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
せ
め

マ
下
二
・
用

け
れ

過
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
逃に

げ
出い

で

ダ
下
二
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
大お
ほ

路ち

　
へ格助

・
方
向
　
出い

で
ダ
下
二
・
用
　
に完・

用
　
け
り
。

過
・
終

　
③
人ひ
と

の格助
・
主
格
　
書か

か
カ
四
・
未
　
す
る

使
・
体

　
仏ほ
と
け

　
も係助

・
列
挙
　
お
は
し

サ
変
・
用（

尊）

語
り
手
↓
仏
　
け
り
。

過
・
終

　
④
ま
た
、

接

　
衣き
ぬ

　
着きカ

上
一
・
未

ぬ打・
体
　
妻め

子こ

　
な
ど

副
助
・
例
示
　
も
、

係
助
・
列
挙
　
さ
な
が
ら

副

　
内う
ち

　
に格助

・
場
所
　
あ
り

ラ
変
・
用
　
け
り
。

過
・
終

　
⑤
そ
れ

代

　
も係助

・
同
類

知し

ら
ラ
四
・
未
　
ず
、

打
・
用
　
た
だ

副

　
逃に

げ
出い

で

ダ
下
二
・
用

　
た
る

完
・
体

　
を格助

・
対
象
　
こ
と
　
に格助

・
資
格
　
しサ変

・
用
　
て
、

接
助
・
単
接
　
向む

か
ひ

の格助
・
体
修
　
つ
ら
　
に格助

・
場
所
　
立た

て
タ
四
・
已
　
り
。

存
・
終

　
⑥
見み

れ
マ
上
一
・
已
　
ば
、

接
助
・
順
偶
　
す
で
に

副

　
我わ代

　
が格助

・
体
修
　
家い
へ

　
に格助

・
場
所
　
移う
つ

り
ラ
四
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接
　
煙け
ぶ
り・

炎ほ
の
ほ、

く
ゆ
り

ラ
四
・
用

　
け
る

過
・
体

　
ま
で
、

副
助
・
範
囲
　
お
ほ
か
た
、

副

　
向む

か
ひ
　
の格助

・
体
修
　
つ
ら
　
に格助

・
場
所
　
立た

ち
タ
四
・
用
　
て接助

・
単
接

眺な
が

め
マ
下
二
・
用
　
け
れ

過
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　「
あ
さ
ま
し
き

形
シ
ク
・
体

　
こ
と
。」　
と
て
、

格
助
・
引
用
　
人ひ
と

ど
も
　
来き

と
ぶ
ら
ひ

ハ
四
・
用

　
け
れ

過
・
已

ど
、

接
助
・
逆
確
　
騒さ
わ

が
ガ
四
・
未
　
ず
。

打
・
終
　
⑦「
い
か
に
。」

副

　
と
、

格
助
・
引
用
　
人ひ
と

、　
言い

ひ
ハ
四
・
用
　
け
れ

過
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
偶
　
向む

か
ひ
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が
焼
け
る
の
を
見
て
、
う
な
ず
い
て
は
、
時

々
笑
う
の
だ
っ
た
。
⑧（

そ
し
て
、）「
あ
あ
、

大
変
な
も
う
け
も
の
を
し
た
な
あ
。
長
い
間
、

（
自
分
は
、
不
動
尊
の
火
炎
を
）
下
手
に
書

い
て
い
た
も
ん
だ
な
あ
。」
と
言
っ
た
（
が
、

そ
の
）
と
き
に
は
、
見
舞
い
に
来
た
人
た
ち

は
、「
こ
れ
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
、
こ

の
よ
う
に
立
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

あ
き
れ
た
こ
と
で
す
よ
。
何
か
が
取
り
つ
い

て
お
い
で
な
の
で
す
か
。」
と
言
っ
た
と
こ

ろ
、（
良
秀
は
）「
な
ん
だ
っ
て
、
何
か
が
取

り
つ
く
も
の
か
。
長
年
、
不
動
尊
像
の
火
炎

を
下
手
に
書
い
て
い
た
の
だ
よ
。
今
（
本
物

の
火
炎
を
）
見
る
と
、
こ
ん
な
ふ
う
に
燃
え

る
の
だ
と
、
悟
っ
た
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
が
、

（
私
に
と
っ
て
の
）
も
う
け
も
の
よ
。
こ
の

（
仏
画
の
）
道
を
専
門
に
し
て
世
に
あ
る
と

し
た
ら
、
仏
様
さ
え
上
手
に
お
書
き
申
し
た

な
ら
ば
、
百
で
も
千
で
も
家
は
出
来
る
だ
ろ

う
。
お
ま
え
さ
ん
た
ち
こ
そ
、
こ
れ
と
い
っ

た
才
能
も
お
持
ち
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
物

な
ん
か
を
惜
し
み
な
さ
る
が
よ
い
。」
と
言

っ
て
、
あ
ざ
笑
い
な
が
ら
（
そ
こ
に
）
立
っ

て
い
た
。

に格助
・
場
所
　

立た

ち
タ
四
・
用
　

て
、

接
助
・
単
接
　

家い
へ

　

の格助
・
主
格
　

焼や

く
る

カ
下
二
・
体

　

を格助
・
対
象
　

見みマ
上
一
・
用
　

て
、

接
助
・
単
接

う
ち
う
な
づ
き

カ
四
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
時と
き

々ど
き

副

　
笑わ
ら

ひ
ハ
四
・
用
　
け
り
。

過
・
終

　
⑧「
あ
は
れ
、

感

　
しサ変

・
用
　
つ
る

完
・
体

　
せ
う
と
く

か
な
。

終
助
・
詠
嘆
　
年と
し

ご
ろ

副

　
は
、

係
助
・
提
示
　
わ
ろ
く

形
ク
・
用

　
書か

き
カ
四
・
用
　
け
る

過
・
体

　
も
の
　
か
な
。」

終
助
・
詠
嘆

　
と格助

・
引
用
　
言い

ふ
ハ
四
・
体
　
と

き
　
に
、

格
助
・
時
間
　
と
ぶ
ら
ひ
　
に格助

・
目
的
　
来きカ

変
・
用
　
た
る

完
・
体

　
者も
の

ど
も
、　
「
こ代
　
は係助

・
提
示
　
い
か
に
、

副

か
く
て

副

　

は係助
・
区
別
　

立た

ち
タ
四
・
用
　

た
ま
へ

補
動
ハ
四
・
已（

尊）

人
々
↓
良
秀
　

る存・
体
　

ぞ
。

係
助
・
強
意
　

あ
さ
ま
し
き

形
シ
ク
・
体

　

こ
と

か
な
。

終
助
・
詠
嘆
　
物も
の

　
の格助

・
主
格
　
つ
き

カ
四
・
用
　
た
ま
へ

補
動
ハ
四
・
已（

尊）

人
々
↓
良
秀
　
る存・

体
　
か
。」

係
助
・
疑
問
　
と格助

・
引
用
　
言い

ひ
ハ
四
・
用
　
け
れ

過
・
已

ば
、

接
助
・
順
偶
　「
な
ん
で
ふ
、

副

　
物も
の

　
の格助

・
主
格
　
つ
く

カ
四
・
終
　
べ
き

推
・
体

　
ぞ
。

係
助
・
強
意
　
年と
し

ご
ろ
、

副

　
不ふ

動ど
う

尊そ
ん

　
の格助

・
体
修

火く
わ

炎え
ん

　
を格助

・
対
象
　
悪あ

し
く

形
シ
ク
・
用

　
書か

き
カ
四
・
用
　
け
る

過
・
体

　
な
り
。

断
・
終

　
今い
ま

副

　
見み

れ
マ
上
一
・
已
　
ば
、

接
助
・
順
偶
　
か
う

副（

ウ
音）

　
こ
そ

係
助
・
強
意（

係）

燃も

え
ヤ
下
二
・
用
　
け
れ

詠
・
已（

結）

　
と
、

格
助
・
引
用
　
心こ
こ
ろ得え

ア
下
二
・
用
　
つ
る

完
・
体

　
な
り
。

断
・
終

　
こ
れ

代

　
こ
そ
、

係
助
・
強
意（

係）

　
せ
う
と
く
　
よ
。

間
助
・
呼
掛

こ代
　
の格助

・
体
修
　
道み
ち

　
を格助

・
対
象
　
立た

て
タ
下
二
・
用
　
て接助

・
単
接
　
世よ

　
に格助

・
場
所
　
あ
ら

ラ
変
・
未
　
ん仮・

体
　
に格助

・
理
由
　
は
、

係
助
・
区
別

仏ほ
と
け

　
だ
に

副
助
・
類
推
　
よ
く

形
ク
・
用
　
書か

き
カ
四
・
用
　
た
て
ま
つ
ら

補
動
ラ
四
・
未（

謙）

良
秀
↓
仏
　
ば
、

接
助
・
順
仮
　
百ひ
や
く

千せ
ん

　
の格助

・
体
修
　
家い
へ

　
も係助

・
同
類

出い

で
来き

カ
変
・
用

　
な強・

未
　
ん
。

推
・
終
　
わ
党た
う

た
ち

代

　
こ
そ
、

係
助
・
強
意（

係）

　
さ
せ
る

連

　
能の
う

　
も係助

・
同
類
　
お
は
せ

サ
変
・
未（
尊）

良
秀
↓
人
々
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⑨
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
良
秀
の

よ
じ
り
不
動
と
呼
ん
で
、（
良
秀
の
描
い
た

不
動
尊
の
画
像
を
）
今
で
も
、
人
々
は
皆
褒

め
た
た
え
て
い
る
。

ね打・
已
　
ば
、

接
助
・
順
理
　
物も
の

　
を格助

・
対
象
　
も係助

・
強
意
　
惜を

し
み

マ
四
・
用

　
た
ま
へ
。」

補
動
ハ
四
・
已（

結）（

尊）

良
秀
↓
人
々
　
と格助

・
引
用
　
言い

ひ
ハ
四
・
用

て
、

接
助
・
単
接
　
あ
ざ
笑わ
ら

ひ

ハ
四
・
用

　
て接助

・
単
接
　
こ
そ

係
助
・
強
意（

係）

　
立た

て
タ
四
・
已
　
り存・

用
　
け
れ
。

過
・
已（

結）

　
⑨
そ代
　
の格助

・
体
修
　
後の
ち

　
に断・

用
　
や
、

係
助
・
疑
問
　
良り
や
う

秀し
う

　
が格助

・
体
修
　
よ
ぢ
り
不ふ

動ど
う

　
と
て
、

格
助
・
引
用
　
今い
ま

　
に
、

格
助
・
時
間

人ひ
と

々び
と

、　
め
で
合あ

へ

ハ
四
・
已

　
り
。

存
・
終
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学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

導
入
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
絵
仏
師
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

❷
仏
像
・
仏
画
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
合
う
。
知
技
⑵
イ

❷
生
徒
の
興
味
を
喚
起
す
る
。
資
料
集
な
ど
を
用
い
て
画
像
を
示
し
て
も
よ

い
。

　【
評
価
】
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
作
品
や
文
章
の
歴
史
的
・
文

化
的
背
景
な
ど
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
読
み
方
に
注
意
し
て
全
文
を
音
読
す
る
。（「
古

文
を
読
む
た
め
に
１
」
を
参
照
す
る
）
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❷
本
文
中
で
現
代
語
に
な
い
語
、
現
代
語
と
意
味
の
異
な
る
語
な
ど
を

指
摘
し
て
、
そ
の
意
味
を
古
語
辞
典
で
調
べ
、
確
認
す
る
。（「
古
文

を
読
む
た
め
に
２
」
を
参
照
す
る
）
知
技
⑴
ウ
・
⑵
ウ

↓
「
言
葉
と
表
現
」
１

❸
現
代
語
訳
す
る
。
こ
の
話
に
登
場
す
る
人
物
の
心
情
と
そ
の
変
化
を
、

順
を
追
っ
て
ま
と
め
る
。
知
技
⑴
エ
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

↓
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１

❹
良
秀
が
絵
を
描
く
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

か
ま
と
め
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
イ

❶
範
読
や
斉
読
を
複
数
回
試
み
る
。
本
文
で
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
該
当
す
る

箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
、
な
め
ら
か
に
読
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
繰
り

返
す
。

　【
評
価
】
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い

て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
音
読
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❷「
あ
さ
ま
し
」「
わ
ろ
し
」「
悪
し
」
な
ど
重
要
古
語
の
意
味
を
古
語
辞
典

で
確
認
す
る
。

　【
評
価
】
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら

の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し

て
い
る
か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

　
⒏
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
文
語
の

き
ま
り
や
、
古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❸
ど
の
よ
う
な
感
情
か
ら
人
々
が
見
舞
い
に
訪
れ
た
か
、
良
秀
の
答
え
を
聞
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い
て
、
人
々
の
感
情
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
順
を
追
っ
て
整
理
さ

せ
る
。

　【
評
価
】
文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
人
物
の
心
情
の
変
化
に
つ
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や

構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
授
業

中
の
指
名
や
ノ
ー
ト
提
出
な
ど
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❹
良
秀
の
発
し
た
言
葉
や
行
動
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
し
た
の
か
を

順
を
追
っ
て
ま
と
め
、
考
え
る
。

　【
評
価
】
良
秀
の
芸
術
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
作
品
や
文
章
に
表
れ
て

い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
し
て
い
る

か
、
ノ
ー
ト
提
出
な
ど
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

ま
と
め
と
発
展
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
絵
を
描
く
こ
と
に
対
す
る
良
秀
の
考
え
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思

う
か
話
し
合
う
。
主
態

↓
「
言
語
活
動
」
１

❷
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
内
容
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
か
、
確
認
し
な
が

ら
音
読
す
る
。
知
技
⑴
ア
・
⑵
エ
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❶
結
末
の
一
文
を
手
掛
か
り
に
、
芸
術
作
品
と
そ
れ
を
生
み
出
し
た
良
秀
の

人
間
性
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
芥
川
龍
之
介
「
地
獄
変
」
と
読
み
比
べ
を

さ
せ
て
良
秀
の
人
間
性
に
つ
い
て
解
釈
を
深
め
さ
せ
て
も
よ
い
。

　【
評
価
】
進
ん
で
説
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
い
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の

読
み
方
や
文
語
の
き
ま
り
に
つ
い
て
理
解
し
、
古
文
に
親
し
み
、
学
習
課

題
に
沿
っ
て
、
叙
述
を
基
に
、
絵
を
描
く
こ
と
に
つ
い
て
の
絵
仏
師
良
秀

の
考
え
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
か
、
分
析
す
る
。

❷【
評
価
】
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
時
間
の
経
過
な
ど
に
よ
る
文
字
や
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。

　
⒏
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述

を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
音
読
に
よ
り
、
確
認
す
る
。
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発
問
例
と
指
導
上
の
注
意
点

●
二
〇
ペ
ー
ジ

問
「
こ
れ
も
今
は
昔
」（
２
行
目
）
と
い
う
冒
頭
句
に

つ
い
て
述
べ
た
次
の
文
の
空
欄
を
適
切
な
語
で
補

え
。

　「
こ
れ
も
今
と
な
っ
て
は
も
う
（
　
①
　
）
の

（
　
②
　
）
だ
が
」
の
意
。「
こ
れ
」
は
、
以
下
に

語
る
一
つ
の
（
　
③
　
）
全
体
を
指
す
。
一
般
に

（
　
④
　
）
系
の
物
語
に
見
ら
れ
る
慣
用
句
で
あ

る
。
末
尾
は
、「
と
な
む
語
り
伝
へ
た
る
と
や
」

「
と
な
ん
」「
と
か
や
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
、「（
　

⑤
　
）」
と
呼
応
す
る
。

答
①
昔
　
②
話
　
③
説
話
　
④
説
話
　
⑤
今
は
昔

問
「
せ
め
け
れ
ば
」（
３
行
目
）
と
は
、
何
が
何
を

「
せ
め
」
た
の
か
。

答
「
火
」
が
「
良
秀
」（
又
は
、
人
々
）
を
。

問
「
人
の
書
か
す
る
」（
３
行
目
）
は
、
誰
に
「
書

か
」
せ
た
か
。

答
良
秀

問
「
人
の
書
か
す
る
仏
」（
３
行
目
）
と
は
、
何
の
こ

と
か
。

答
注
文
を
受
け
て
描
い
て
い
る
、
仏
の
画
像
の
こ
と
。

補
「
書
か
す
る
」
が
、
描
か
せ
て
い
る
の
意
で
あ
る

こ
と
に
気
付
か
せ
た
う
え
で
、「
人
の
」
の
「
の
」

が
主
格
で
あ
る
こ
と
を
つ
か
ま
せ
る
。

問
「
お
は
し
け
り
。」（
４
行
目
）
と
尊
敬
語
が
用
い

語
句
の
研
究

●
二
〇
ペ
ー
ジ

2
こ
れ
も
今
は
昔
　「
こ
れ
も
」
は
、
前
の
段
を
受

け
た
も
の
。
原
典
で
は
、
三
十
五
話
の
「
今
は
昔
、

…
」
を
受
け
て
、
三
十
六
〜
九
話
が
「
こ
れ
も
今

は
昔
」
に
な
っ
て
い
る
。「
今
は
昔
」
は
、
説
話

の
語
り
出
し
の
定
型
で
、
こ
れ
か
ら
語
る
こ
と
を

不
特
定
の
過
去
の
事
柄
と
し
、
そ
れ
を
語
り
手
の

見
聞
と
い
う
形
で
心
理
的
に
現
在
に
引
き
寄
せ
る

起
句
で
あ
る
。「
伊
勢
物
語
」
の
「
昔
、
男
あ
り

け
り
。」
か
ら
、「
源
氏
物
語
」
の
「
い
づ
れ
の

御お
ほ
ん

時と
き

に
か
、
…
」
に
も
受
け
継
が
れ
、「
物
語
」

の
方
法
の
基
盤
と
な
っ
た
形
式
と
言
え
よ
う
。

　
　「
今
と
な
っ
て
は
昔
の
こ
と
だ
が
」
と
解
さ
れ

て
き
た
が
、
馬
淵
和
夫
氏
が
、「
今
」
を
過
去
の

あ
る
時
に
自
分
を
置
い
た
表
現
と
し
て
、「
こ
れ

は
昔
の
こ
と
だ
が
」
と
い
う
よ
う
に
解
す
べ
き
だ

と
主
張
し
て
、
説
得
力
あ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て

い
る
。

2
絵
仏
師
　
仏
像
の
絵
の
制
作
を
専
門
に
す
る
職
業

的
な
絵
師
。

2
良
秀
　
伝
未
詳
。「
十
訓
抄
」
で
は
「
絵
仏
師
良

秀
と
い
ふ
僧
」
と
あ
る
。
僧
な
ら
ば
「
良
秀
」
は

「
り
ょ
う
し
ゅ
う
」
と
読
む
の
が
適
切
で
あ
る
。

2
風
お
し
お
ほ
ひ
て
　
風
が
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に

迫
っ
て
く
る
様
子
。「
お
し
」
は
、
上
や
横
か
ら

強
く
圧
力
を
か
け
る
意
の
動
詞
「
押
す
」
の
連
用

形
が
接
頭
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
。
な
お
、

「
十
訓
抄
」（
第
六
、
三
十
五
話
）
で
は
、「
家
の

隣
よ
り
火
出
で
来
て
、
お
し
お
ほ
ひ
け
れ
ば
」
と

あ
っ
て
、「
火
」
が
主
語
と
な
っ
て
い
る
。

3
人
の
書
か
す
る
仏
も
お
は
し
け
り
　
誰
か
が
注
文

し
て
書
か
せ
て
い
る
仏
画
の
こ
と
。「
お
は
し
」

は
、「
あ
り
」「
を
り
」
の
尊
敬
語
「
お
は
す
」
の

連
用
形
。「
仏
」
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
。

4
さ
な
が
ら
　
副
詞
。
①
そ
の
ま
ま
変
わ
ら
ず
。
②

そ
っ
く
り
全
部
。
こ
こ
は
②
。

5
こ
と
に
し
て
　「
こ
と
」
は
多
義
的
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
火
事
か
ら
逃
れ
た
こ
と
を
そ
れ
だ
け
で

十
分
な
こ
と
と
し
て
、
と
い
う
意
味
で
と
ら
え
た

い
。

5
向
か
ひ
の
つ
ら
　「
つ
ら
」
は
顔
の
側
面
を
言
う

の
が
原
義
で
、
こ
こ
は
、
通
り
に
面
し
た
側
面
の

こ
と
。

6
く
ゆ
り
け
る
ま
で
　「
く
ゆ
る
」
は
、
火
が
付
い

て
煙
が
揺
れ
昇
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
匂
い
が
立

つ
こ
と
。

6
お
ほ
か
た
　
副
詞
。「
総
じ
て
、
お
よ
そ
、
全
て
」

な
ど
の
意
。
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ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
主
語
が
仏
（
の
絵
）
で
あ
る
か
ら
。

問
「
衣
着
ぬ
妻
子
な
ど
も
」（
４
行
目
）
か
ら
、
ど
ん

な
様
子
が
分
か
る
か
。

答
深
夜
、
家
族
皆
く
つ
ろ
い
で
、
身
支
度
を
解
い
て

寝
て
い
る
と
き
に
、
火
事
が
起
こ
っ
た
様
子
が
分

か
る
。
良
秀
は
、
突
然
の
火
事
の
騒
ぎ
に
、
慌
て

て
家
を
飛
び
出
し
た
の
で
あ
る
。

問
「
そ
れ
も
知
ら
ず
」（
４
行
目
）
の
「
知
ら
ず
」
の

本
文
で
の
意
味
を
述
べ
よ
。

答
気
付
か
ず

問
◉
人
々
が
「
あ
さ
ま
し
き
こ
と
。」（
７
行
目
）

「
い
か
に
。」（
８
行
目
）
と
言
っ
た
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
か
。

答
「
あ
さ
ま
し
き
こ
と
。」
＝
火
事
が
起
き
て
、
良
秀

の
家
に
燃
え
移
っ
た
こ
と
。「
い
か
に
。」
＝
良
秀

が
、
自
分
の
家
が
燃
え
て
い
る
の
に
、
平
然
と
し

て
そ
れ
を
見
て
い
る
こ
と
。

補
特
に
「
あ
さ
ま
し
き
こ
と
。」
に
つ
い
て
、「
…
と

て
、
人
ど
も
、
来Ⅻ
とⅫ
ぶⅫ
らⅫ
ひⅫ
けⅫ
れⅫ
どⅫ
」
に
続
い
て

い
る
こ
と
に
注
意
す
る
。

問
「
あ
は
れ
、
し
つ
る
せ
う
と
く
か
な
。」（
９
行
目
）

に
つ
い
て
、

㍽１

［易］「
あ
は
れ
」
の
、
こ
こ
で
の
適
訳
と
そ
の
意
味

と
を
書
け
。

㍽２

［中］「
あ
は
れ
」
は
古
語
と
現
代
語
と
で
ど
の
よ
う

に
意
味
が
異
な
る
か
。

㍽３

［難］
㍽Ａ
こ
の
言
葉
に
う
か
が
わ
れ
る
良
秀
の
心
情
を

述
べ
よ
。

［中］
㍽Ｂ
こ
の
言
葉
に
う
か
が
わ
れ
る
良
秀
の
心
情
を

述
べ
た
次
の
文
の
空
欄
を
適
切
な
語
で
補
え
。

　
長
年
、
納
得
の
い
く
（
　
①
　
）
を
描
け
ず
に

い
た
が
、（
　
②
　
）
を
見
て
（
　
③
　
）
の
迫

真
性
を
感
得
し
た
喜
び
。

答
㍽１
訳
＝
あ
あ
　
　
意
味
＝
嘆
息
す
る
意
。
　
㍽２

（

古）

　
し
み
じ
み
と
感
動
す
る
。
　（

現）

　
か
わ

い
そ
う
。
　
㍽３
㍽Ａ
我
が
家
が
燃
え
る
様
子
を
見
て
、

火
炎
の
迫
真
性
を
悟
り
、
大
も
う
け
を
し
た
喜
び

の
気
持
ち
。
㍽Ｂ
①
火
炎
　
②
我
が
家
の
燃
え
る
様

子
　
③
火
炎

問
「
わ
ろ
く
書
き
け
る
も
の
か
な
。」（
10
行
目
）
と

あ
る
が
、
何
を
「
わ
ろ
く
書
」
い
た
の
か
が
分
か

る
部
分
を
、
後
文
か
ら
指
摘
せ
よ
。

答
「
年
ご
ろ
、
不
動
尊
の
火
災
を
悪
し
く
書
き
け
る

な
り
。」

補
具
体
的
に
言
葉
に
出
し
た
と
こ
ろ
は
、
右
の
答
え

の
よ
う
に
な
る
が
、
良
秀
が
「
わ
ろ
く
書
き
け

る
」
と
言
っ
た
の
は
、「
絵
仏
師
」
と
し
て
の
全

体
的
な
反
省
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
こ
の
「
問
」・「
答
」
に
あ
る
「
わ
ろ

し
」「
悪
し
」
に
つ
い
て
は
、「
語
句
の
研
究
」
に

記
し
た
よ
う
に
、
厳
密
に
語
義
を
と
ら
え
る
指
導

の
例
と
し
た
い
。

問
「
か
く
て
」（
11
行
目
）
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指

7
あ
さ
ま
し
き
こ
と
　「
あ
さ
ま
し
」
は
「
事
の
意

外
さ
に
驚
き
あ
き
れ
る
」
の
意
。「
見
下
げ
る
」

の
意
の
動
詞
「
あ
さ
む
」
の
形
容
詞
形
だ
が
、
事

の
善
悪
い
ず
れ
の
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。

7
来
と
ぶ
ら
ひ
け
れ
ど
　「
と
ぶ
ら
ふ
」
は
①
問
い

尋
ね
る
。
②
訪
れ
る
。
見
舞
う
。
③
弔
問
す
る
。

こ
こ
は
②
。

9
あ
は
れ
　
感
動
詞
。
感
動
詞
の
「
あ
あ
」
と
「
は

れ
」
と
が
複
合
し
た
語
。
事
柄
に
対
す
る
強
い
感

嘆
の
念
を
表
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
情
を
表
現
す
る

名
詞
・
形
容
動
詞
に
展
開
し
た
。

9
し
つ
る
せ
う
と
く
か
な
　「
し
」
は
サ
変
動
詞

「
す
」
の
連
用
形
、「
つ
る
」
は
完
了
の
助
動
詞

「
つ
」
の
連
体
形
、「
し
つ
る
」
で
成
し
遂
げ
た
の

意
に
な
る
。「
せ
う
と
く
」
は
「
所し

ょ

得と
く

」
の
転
音

と
言
わ
れ
る
。

10
年
ご
ろ
　
長
年
の
間
。
古
語
で
は
、「
年
頃
」「
月

頃
」「
日
頃
」
は
同
じ
よ
う
な
意
味
用
法
に
な
り
、

副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

10
わ
ろ
く
　「
わ
ろ
し
」
は
「
他
と
比
較
し
て
劣
る
、

基
準
以
下
の
価
値
で
あ
る
」
の
意
で
、「
よ
ろ
し
」

の
対
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
悪
し
」
は
「
本
質
的

に
悪
い
、
不
快
」
だ
の
意
で
、「
よ
し
」
の
対
。

11
物
　
対
象
と
し
て
知
覚
・
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
全
て
を
「
も
の
」
と
言
う
が
、
こ
こ
は
、
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し
て
い
る
か
、
そ
の
内
容
に
最
も
近
い
叙
述
の
部

分
を
抜
き
出
せ
。

答
向
か
ひ
に
立
ち
て
、
家
の
焼
く
る
を
見
て
、
う
ち

う
な
づ
き
て
、
時
々
笑
ひ
け
り
。（
８
〜
９
行
目
）

問
「
あ
さ
ま
し
き
こ
と
」（
11
行
目
）
は
、「
あ
さ
ま

し
き
こ
と
」（
７
行
目
）
と
は
言
っ
て
い
る
内
容

に
違
い
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
対
し
て
言
っ
て
い
る
の
か
。

答
良
秀
が
、
自
分
の
家
が
燃
え
て
い
る
の
を
平
然
と

見
て
、
笑
み
を
う
か
べ
て
い
る
こ
と
。

問
「
年
ご
ろ
」（
12
行
目
）
に
つ
い
て
、

㍽１

［易］
こ
こ
で
の
意
味
を
述
べ
よ
。

㍽２

［中］
こ
の
言
葉
は
、
古
語
と
現
代
語
と
で
ど
の
よ
う

に
意
味
が
異
な
る
か
。

答
㍽１
長
年
の
間
　
㍽２（

古）

　
長
い
間
。
数
年
来
。
　

（

現）

　
適
当
な
年
配
。

問
◉
「
こ
の
道
」（
14
行
目
）
と
は
、
何
の
こ
と
か
。

答
仏
画
を
自
分
の
専
門
の
技
芸
と
す
る
道
。

補
「
道
」
は
、
学
問
や
芸
能
な
ど
で
、
自
分
の
専
門

と
す
る
方
面
の
こ
と
。

問
「
仏
だ
に
」（
14
行
目
）
の
「
だ
に
」
は
、
次
の
ど

ち
ら
に
該
当
す
る
か
。

ア
類
推
の
副
助
詞
。「
…
で
さ
え
…
ま
し
て
…
」

の
意
。

イ
限
定
の
副
助
詞
。「
…
だ
け
で
も
」

答
イ

問
「
書
き
た
て
ま
つ
ら
ば
」（
二
〇
・
14
〜
二
一
・
１

行
目
）
の
「
た
て
ま
つ
る
」
は
、
ど
ん
な
敬
意
を

表
し
て
い
る
か
。

答
「
仏
」
を
お０
書
き
す０
る０
、
お０
書
き
申０
し０
上０
げ０
る０
の

意
に
な
る
の
で
、「
仏
」
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
。

補
敬
意
表
現
の
う
ち
、
尊
敬
と
謙
譲
と
に
つ
い
て
、

「
立
ち
た０
ま０
へ０
る
ぞ
」
な
ど
と
対
比
し
て
、
現
代

語
訳
を
通
し
て
学
ん
で
お
く
。

●
二
一
ペ
ー
ジ

問
「
わ
党
た
ち
」（
１
行
目
）
と
同
内
容
の
語
句
を
抜

き
出
せ
。

答
と
ぶ
ら
ひ
に
来
た
る
者
ど
も

問
「
あ
ざ
笑
ひ
」（
２
行
目
）
の
こ
こ
で
の
意
味
を
述

べ
よ
。

答
無
能
で
俗
物
を
惜
し
む
人
々
を
ば
か
に
す
る
笑
い
。

問
良
秀
は
、
自
分
の
家
の
焼
け
る
の
を
、
な
ぜ
平
然

と
見
て
い
ら
れ
た
の
か
、
こ
の
答
え
と
な
る
良
秀

の
気
持
ち
を
示
し
て
い
る
部
分
を
本
文
中
か
ら
書

き
抜
け
。

答
こ
れ
こ
そ
、
せ
う
と
く
よ
。
こ
の
道
を
立
て
て
世

に
あ
ら
ん
に
は
、
仏
だ
に
よ
く
書
き
た
て
ま
つ
ら

ば
、
百
千
の
家
も
出
で
来
な
ん
。（
二
〇
・
14
〜

二
一
・
１
行
目
）

問
「
そ
の
後
に
や
、
…
人
々
、
め
で
合
へ
り
。」（
３

行
目
）
と
い
う
結
び
の
持
つ
余
韻
の
意
味
を
述
べ

よ
。

答
時
間
的
、
空
間
的
な
次
元
を
越
え
た
芸
術
品
を
賞

賛
し
て
い
る
。

畏
怖
・
恐
怖
を
感
じ
、
忌
避
し
た
い
対
象
を
、
そ

れ
と
言
い
表
す
の
を
避
け
て
、
一
般
的
な
「
も

の
」
と
表
現
す
る
用
法
で
あ
る
。

12
な
ん
で
ふ
　
ど
う
し
て
。
な
ん
で
。「
な
に
と
い

ふ
」
が
変
化
し
た
形
。「
物
の
つ
き
た
ま
へ
る
か
」

と
問
わ
れ
て
、
反
発
す
る
気
持
ち
を
表
す
。

12
不
動
尊
　
不
動
明
王
。「
明
王
」
は
、
大
日
如
来

の
命
を
受
け
て
、
一
切
の
悪
や
煩
悩
を
打
ち
破
る

諸
尊
の
こ
と
で
、
五
大
明
王
（
不
動
・
降ご
う

三
世
・

軍
荼だ

利
・
大
威
徳
・
金
剛
夜や

叉し
ゃ）

・
八
大
明
王

（
諸
説
あ
っ
て
一
定
し
な
い
）
な
ど
が
あ
る
。「
不

動
明
王
」
は
、
忿ふ
ん

怒ぬ

の
形
相
を
し
て
、
大
火
炎
を

背
負
い
、
右
手
に
降
魔
の
利
剣
を
、
左
手
に
羂け
ん

索さ
く

（
索
条
）
を
持
っ
て
い
る
。

13
か
う
こ
そ
燃
え
け
れ
　「
か
う
」
は
「
こ
の
よ
う

に
」
の
意
の
副
詞
「
か
く
」
の
ウ
音
便
。「
け
れ
」

は
詠
嘆
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
已
然
形
。

14
世
に
あ
ら
ん
に
は
　「
ん
」
は
仮
定
の
助
動
詞

「
ん
」
の
連
体
形
。
な
ん
ら
か
の
場
合
を
想
定
し

て
、
そ
の
場
合
は
「
…
と
し
た
ら
」
と
い
う
意
で

用
い
る
。

●
二
一
ペ
ー
ジ

1
出
で
来
な
ん
　「
な
」
は
強
意
（
確
述
）
の
助
動

詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。「
ん
」
は
推
量
の
助
動
詞

「
ん
」
の
終
止
形
。「
な
ん
」
で
、「
き
っ
と
…
だ
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問
こ
の
説
話
に
お
い
て
、
絵
仏
師
良
秀
は
ど
の
よ
う

な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
、
簡
潔
に
ま
と

め
よ
。

答
一
芸
（
仏
画
）
に
魂
を
打
ち
込
む
一
途
な
生
き
方

を
す
る
人
物
。

ろ
う
」
の
意
。

1
わ
党
た
ち
　
お
前
さ
ん
た
ち
。

1
さ
せ
る
能
　「
さ
せ
る
」
は
、
指
示
副
詞
「
さ
」、

サ
変
動
詞
「
す
」
の
未
然
形
、
完
了
の
助
動
詞

「
り
」
の
連
体
形
が
複
合
し
た
連
体
詞
。
多
く
下

に
打
消
を
伴
い
「
こ
れ
と
言
っ
た
、
大
し
た
」
の

意
。
た
だ
し
、
一
説
に
「
指
す
」
の
命
令
形
゛

「
り
」
と
す
る
。
類
語
に
「
さ
し
た
る
」
が
あ
る
。

3
そ
の
後
に
や
、
…
　「
そ
の
後
に
や
」
と
あ
っ
て
、

下
に
ま
た
「
今
に
」
と
あ
る
た
め
に
、
文
が
乱
れ

て
い
る
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。「
十
訓
抄
」
で
は
、

「
そ
の
後
に
や
、
良
秀
が
よ
ぢ
り
不
動
と
て
、
人

々
め
で
合
へ
り
け
り
。」
と
あ
る
。

3
よ
ぢ
り
不
動
　「
よ
ぢ
る
」
は
、
ひ
ね
る
よ
う
に

曲
げ
る
意
。
仏
画
の
不
動
尊
の
背
後
に
描
か
れ
た

火
炎
が
よ
じ
っ
た
よ
う
な
曲
線
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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鑑
賞

　
芥
川
龍
之
介
が
こ
の
話
を
基
に
し
、「
古
今
著
聞
集
」
巻
十
一
の
「
巨こ

勢せ

の
弘
高
、
地
獄
変
の
屛
風
を
画
く
こ
と
」
な
ど
に
も
取
材
し
な
が
ら
、
王
朝

物
の
小
説
群
の
一
作
「
地
獄
変
」
を
書
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

芥
川
は
、
こ
の
絵
仏
師
良
秀
の
姿
に
、
あ
く
ま
で
表
現
に
執
す
る
芸
術
家
の

運
命
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
ほ
ど
に
突
き
詰
め
た
技
芸
へ

の
執
心
に
た
じ
ろ
ぐ
芥
川
の
内
心
が
う
か
が
わ
れ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ

う
。

　「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
本
文
に
は
、
良
秀
の
名
が
「
よ
ぢ
り
不
動
」
の
画

風
と
と
も
に
語
り
継
が
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
の
話
は
他
に
「
十
訓
抄
」
六
の

三
十
五
に
採
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
他
の
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど

も
、
良
秀
の
特
異
な
人
物
像
を
見
事
に
語
り
尽
く
し
た
こ
の
話
は
、
時
を
越

え
て
読
者
の
心
に
訴
え
か
け
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

　
良
秀
の
人
物
像
は
、
主
と
し
て
、
見
舞
い
に
来
た
人
た
ち
と
の
や
り
と
り

の
中
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、「
風
お
し
お
ほ
ひ
て
」

迫
っ
て
く
る
中
で
、「
大
路
」
の
「
向
か
ひ
の
つ
ら
」
に
立
っ
て
、「
煙
・
炎
、

く
ゆ
り
け
る
」
我
が
家
の
赤
々
と
し
た
火
炎
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
良
秀
の
異

様
な
姿
が
聞
き
手
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
そ
の

良
秀
と
対
置
さ
れ
る
良
識
的
な
人
々
の
気
遣
い
や
と
ま
ど
い
・
反
発
は
、
聞

き
手
の
側
の
そ
れ
と
通
じ
合
っ
て
お
り
、
火
炎
の
照
り
返
し
で
赤
く
染
ま
っ

た
良
秀
は
、
そ
の
人
々
＝
聞
き
手
に
向
か
っ
て
長
口
舌
を
振
る
う
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
小
説
「
地
獄
変
」
で
、
良
秀
が
一
人
娘
が
焼
き
殺
さ
れ
る
火

と
知
り
な
が
ら
、
炎
熱
地
獄
の
あ
り
さ
ま
に
見
入
っ
て
し
ま
う
の
は
芥
川
の

創
作
で
あ
る
が
、
こ
の
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
解
釈
に
お
い
て
も
、「
衣き
ぬ

着

ぬ
妻め

子こ

な
ど
も
、
さ
な
が
ら
内
に
あ
り
け
り
。
そ
れ
も
知
ら
ず
」
の
箇
所
に

つ
い
て
、
良
秀
が
知
っ
て
い
な
が
ら
放
置
し
た
よ
う
に
解
し
て
い
る
も
の
が

多
い
の
は
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
方
向
で
読
む
と
、
本
文
中
に
書
か

れ
て
は
い
な
い
が
、「
妻
子
ど
も
」
は
焼
死
し
た
こ
と
に
な
り
、
良
秀
は
妻

子
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
芸
術
に
執
し
た
男
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
い
ず
れ

に
し
て
も
妻
子
は
焼
死
し
た
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
知
っ
て
い
て
見
殺
し

に
し
た
と
な
る
と
大
違
い
な
の
で
あ
っ
て
、
語
り
手
が
妻
子
の
成
り
行
き
に

全
く
関
心
を
払
わ
な
い
こ
と
と
し
っ
く
り
し
な
い
。
ま
た
、
良
秀
が
「
火
事

だ
」
と
知
っ
て
家
を
飛
び
出
し
た
と
き
に
は
、
火
炎
の
姿
に
心
を
奪
わ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
芸
術
に
執
し
て
妻
子
を
顧
み
な
か
っ
た
こ

と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　「
火
事
だ
」
と
知
っ
て
、
取
る
も
の
も
取
り
あ
え
ず
身
一
つ
で
飛
び
出
し

て
し
ま
う
よ
う
な
男
、
だ
か
ら
こ
そ
、
振
り
返
っ
て
見
た
火
事
の
、
自
分
が

「
わ
ろ
く
書
き
け
る
」
火
炎
の
見
事
な
実
景
に
、
た
ち
ま
ち
心
を
奪
わ
れ
て

他
を
顧
み
な
い
男
、
そ
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
良
秀
は
描
か
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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